
新しい海の仕事

- 海洋再生可能エネルギーに係る新たな仕事 -

202２年1０月１５日（土）

高校生海洋伝習所事業
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自己紹介

松浦正己

• 神奈川県出身

• 大学卒業後、三菱重工業（株）長崎研究所及び関連会社に勤務（1975～2009年）

船舶・海洋構造物の運動性能、安全性に関する研究、海洋新製品の開発に従事

• JAMSTEC（海洋研究開発機構）（2009年～2014年）

深海無人探査機（AUV, ROV)の開発及び深海探査・観測技術の開発に従事

• 2014.6月より、NPO法人長崎海洋産業クラスター協議会

洋上風力発電に関連する長崎県内企業の支援、大学等との共同研究開発の推進
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従来の海の仕事



船舶のいろいろ
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海洋構造物のいろいろ

石油備蓄基地 浮桟橋

浮体式橋梁

浮消波堤

メガフロート

浮体式貯蔵船

半潜水型掘削リグ
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クレーン船
自己昇降式台船
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⚫ 海洋調査、観測
⚫ 海中で作業

海中ロボット

AUV

ROV



海洋の産業利用
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１．海運
⚫ 貨物輸送
⚫ 旅客輸送

２．水産
⚫ 漁業
⚫ 養殖業
⚫ 水産加工

３．資源開発
⚫ 海洋石油・ガスの生産
⚫ 海底鉱物資源の開発
⚫ 再生可能エネルギー

⚫船舶
⚫舶用機械
⚫港湾整備

⚫漁船
⚫漁具
⚫漁港整備

⚫調査船、掘削リグ
⚫洋上生産プラットフォーム
⚫海底生産設備
⚫海中探査機、海中作業機器
⚫ケーブル、パイプライン
⚫洋上風車建設
⚫風車メンテナンス
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海洋再生可能エネルギー

⚫ 洋上風力発電

⚫ 潮流発電、海流発電

⚫ 波力発電

⚫ 海洋温度差発電（OTEC: Ocean Thermal Energy 

Conversion）

⚫ 洋上太陽光発電
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洋上風力発電

潮流発電



洋上風力発電装置（着床式）
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洋上風力発電装置（浮体式）
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五島における浮体式洋上風力発電実証事業
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８基（16.8MW）建設進行中
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出典：https://www.toda.co.jp/news/2022/20221007_003122.html

五島市沖洋上風力発電事業
海上風車組立作業を開始
浮体式洋上風力発電所の実現に向けて
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出典：JWPA

洋上の風況マップ
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経済産業省と国土交通省は30日、洋上風力発電

整備の促進区域に西海市江島沖を指定した。長
崎県内では五島市沖に次ぎ2例目。今後、国が
事業者の公募手続きを進める。

県によると、促進区域に指定されたのは江島
を囲む約4千ヘクタールの海域。選定された事
業者は最大30年間、海域を占有できる。両省は

同日、秋田、新潟県沖についても指定しており
、全国で7～9例目となった。

出典：2022.10.1 長崎新聞記事

西海・江島沖で洋上風力促進
国が区域指定 長崎県内2例目



洋上風力発電に係る仕事
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調査作業 建設工事 運用、メンテンナス



おわりに

⚫海の活用、保全が人類にとって大切。

宇宙開発よりも重要。

⚫洋上風力発電の大量導入は始まっている。

長崎はその先陣を切っている。

⚫海洋に目を向けてみませんか。

いろいろな仕事があります。
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CO2を排出しない社会の実現を
目指しましょう！！


